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委
員
の
選
定
基
準
が
あ
い
ま
い

で
、
経
歴
書
も
な
く
、
そ
の
上
非
公
開

で
は
公
平
性
や
透
明
性
を
欠
き
、
結
論

あ
り
き
の
恣
意
的
な
も
の
に
な
り
か
ね

な
い
。
会
議
を
公
開
し
、
市
民
代
表
を

委
員
に
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

会
議
の
委
員
は
、
都
市
ビ
ジ
ョ

ン
が
都
市
再
生
や
産
業
活
性
化
等
の
分

野
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
有
識
者
等
に
委
嘱
し
て
い
る
。

専
門
性
を
有
す
る
方
々
と
市
三
役
、
関

係
局
長
が
忌き
た
ん憚

の
な
い
意
見
交
換
を
行

い
、
政
策
形
成
す
る
場
で
あ
る
こ
と
か

ら
非
公
開
と
し
た
。
会
議
で
様
々
な
議

論
を
し
た
上
で
、
一
定
の
成
果
を
市
民

に
示
す
つ
も
り
で
あ
り
、
現
時
点
で
委

員
の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

伴
い
、
本
人
や
施
設
の
負
担
は
重
く
な

る
。
低
所
得
者
へ
の
市
独
自
の
負
担
軽

減
策
の
実
施
と
施
設
へ
の
支
援
策
の
拡

充
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
減
策
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
法
施
行
に
よ
る
利

用
者
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
べ
く
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
実
態
を
分
析
し
た
う

え
で
必
要
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
制
度
改
正
の
施
設
へ
の
影
響

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
お

り
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
水
準
確
保
の
た

め
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
国
へ

適
切
な
単
価
設
定
を
要
望
し
、
市
と
し

て
の
支
援
策
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
市
長
は
開
か
れ
た
市
政
と
市
民
協
働

　

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き

○
「
杜
の
都
の
環
境
を
つ
く
る
条
例
」

　

の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　

仙
台
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
の
公

開
、非
公
開
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
会
議
に
お
い
て
、大
事
な
の
は「
街

づ
く
り
」
の
何
を
議
論
す
る
の
か
だ
。

市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

会
議
は
、  

「
仙
台
21
プ
ラ
ン
」

を
踏
ま
え
つ
つ
、
最
近
の
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
、

都
市
再
生
、
産
業
活
性
化
な
ど
の
分
野

に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
に
つ
き
意

見
交
換
を
行
い
、
指
針
を
策
定
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
し
て
い
る
。 

　

私
の
描
く
「
世
界
に
通
用
す
る
魅
力
、

個
性
を
備
え
た
活
力
と
品
格
の
あ
る
美

し
い
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
鋭
意

取
り
組
み
た
い
。

      

　
　
　

　　
　
　

知
的
障
害
者
の
療
育
、
健
康
増

進
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
有
効
と
い
わ
れ

る
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
を
普
及
さ
せ
る

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

 　
　
　

多
く
の
方
が
安
全
に
森
林
浴
を

楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
が
大
事
と
考
え

る
。

　

都
市
近
郊
の
森
林
と
人
と
の
共
生
を
図

る
観
点
か
ら
、
散
策
路
や
広
場
等
の
整
備
、

散
策
路
の
段
差
解
消
や
身
体
障
害
者
用

ト
イ
レ
の
設
置
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

と
も
森
林
が
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
本
市
施
設
の
緑
化
基
準
と
そ
の
実
績

○
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
わ
か
り

　

や
す
い
広
報
と
周
知
徹
底

○
職
員
の
意
識
、
組
織
風
土
改
革

○
本
市
の
シ
ン
ド
ラ
ー
社
製
エ
レ
ベ
ー

　

タ
ー
の
実
態
と
安
全
確
認
の
点
検

○
地
下
鉄
東
西
線
工
事
の
入
札
及
び
契

　

約
に
お
け
る
対
応

　
　
　

本
市
の
福
祉
予
算
は
政
令
市
平

均
よ
り
市
民
一
人
あ
た
り
四
万
円
も
低

い
水
準
だ
。「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
や

介
護
保
険
の
「
新
予
防
給
付
」
は
市
民

の
生
活
を
苛か

こ
く酷

な
も
の
に
し
て
い
る
。

障
害
者
や
介
護
施
設
利
用
者
の
負
担
軽

減
策
、
障
害
者
施
設
へ
の
支
援
な
ど
、

補
正
予
算
で
緊
急
対
応
を
決
断
す
べ
き
。

　
　
　

　
　
　

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
負
担
軽
減
や
障
害
者
施
設
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
か
ら
の
利
用
実

績
等
を
精
査
し
法
施
行
後
の
実
態
を
見

極
め
た
う
え
、
適
切
な
対
応
を
し
た
い
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
に
お
け
る
ホ

テ
ル
コ
ス
ト
や
食
費
の
負
担
増
に
つ
い

て
は
、
昨
年
十
月
以
降
、
そ
れ
に
よ
る

市
窓
口
で
の
退
所
相
談
は
な
く
、
一
定

の
理
解
が
得
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

な
お
、
先
般
、
県
が
実
施
し
た
実
態
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
本
市
分

を
照
会
・
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

地
域
経
済
を
支
え
て
い
る
人
達

へ
の
予
算
を
削
り
、
市
長
は
海
外
出
張

で
五
千
万
円
余
も
使
う
こ
と
に
市
民
同

意
は
得
ら
れ
な
い
の
で
、 

自
粛
す
べ
き
。

　

ま
た
、
夫
人
の
同
行
は
公
私
混
同
と

の
批
判
が
あ
る
。
公
務
に
必
要
だ
っ
た

と
す
る
資
料
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

　
　
　

　
　
　

地
域
産
業
の
発
展
の
た
め
、
海

外
か
ら
の
投
資
等
が
欠
か
せ
な
い
。
そ

の
た
め
、
私
が
自
ら
直
接
出
向
き
、
国

等
の
意
思
決
定
に
関
わ
る
立
場
の
方
に

仙
台
を
宣
伝
す
る
こ
と
が
将
来
必
ず
有

用
な
成
果
を
生
む
と
確
信
す
る
。
ま
た
、

海
外
で
は
公
的
な
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等
社

交
的
・
儀
礼
的
な
場
面
は
夫
人
の
同
行

が
通
例
で
、
公
務
に
必
要
と
判
断
す
る
。

な
お
、
そ
の
中
身
は
当
然
公
開
さ
れ
る

べ
き
で
、
後
ほ
ど
お
示
し
し
た
い
。

こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
と
現
在

の
諸
施
策
の
整
合
を
図
る
も
の
で
、
全

国
画
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、
本
市
独

自
の
条
例
で
あ
る
。

　

独
自
の
制
度
と
し
て
は
、
緑
を
保
全

す
る
た
め
の
「
保
存
緑
地
」
等
の
ほ
か
、

緑
を
創
出
す
る
た
め
に
、
一
定
規
模
以

上
の
建
築
行
為
や
開
発
行
為
を
行
う
際

に
「
緑
化
計
画
書
」
の
提
出
と
認
定
が

必
要
な
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
仙注

１

台
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
の
非
公
開

　
　
　

行
財
政
改
革
は
、
多
分
に
市
民

の
痛
み
を
伴
う
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、

決
し
て
、
行
政
側
の
都
合
や
単
な
る
思

い
込
み
だ
け
で
進
め
て
は
な
ら
な
い
問

題
で
あ
る
。
市
民
の
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
そ
れ
を
改
革
に
反
映
さ
せ
る
考

え
は
な
い
か
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

　
　
　

効
率
的
で
健
全
な
行
財
政
基
盤

の
構
築
の
観
点
か
ら
計
画
を
策
定
し
た
。

　

計
画
の
実
施
項
目
に
は
、
市
民
生
活

へ
何
ら
か
の
影
響
が
避
け
ら
れ
な
い
も

の
が
あ
る
。
ま・

・

・

・

・

・

・

ず
結
論
あ
り
き
で
な
く
、

市
議
会
の
議
論
や
関
係
者
、
有
識
者
等

幅
広
い
市
民
の
意
見
も
適
切
に
反
映
さ

せ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
計
画
の
工
程
表
は
、
個
々
の

改
革
項
目
ご
と
の
熟
度
に
応
じ
、
年
内

に
は
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

本
市
は
、
全
国
に
先
駆
け
固
有

の
条
例
を
制
定
し
た
が
、
今
回
の
改
正

条
例
案
は
、
全
国
的
に
画
一
さ
れ
た
内

容
な
の
か
、
あ
る
い
は
法
律
に
は
な
い

仙・

・

・

・

・

・

台
な
ら
で
は
の
制
度
と
し
て
条
文
化

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

改
正
の
目
的
は
、  

「
杜
の
都
の

伝
統
あ
る
風
土
を
未
来
に
発
展
さ
せ

る
」
と
い
う
制
定
時
の
精
神
を
変
え
る

　
　
　

仙注
１

台
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
の
非

公
開
に
よ
る
、
市
民
が
市
長
に
抱
い
て

い
る
距
離
感
を
認
識
し
、
市
民
参
画
・

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
努
力
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

仙
台
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
は
、

内
部
の
政
策
会
議
的
性
格
を
有
す
る
場

な
の
で
、 

議
事
自
体
は
非
公
開
に
し
た
。

　

議
会
制
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
の
下
で
、

大
局
観
に
立
ち
、 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

最
大
限
発
揮
し
て
市
政
を
進
め
る
こ
と

が
、
私
の
基
本
的
考
え
方
だ
。
そ
の
際

市
民
の
意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
す
べ
き
こ
と
は
指

摘
の
と
お
り
で
あ
り
、
市
民
と
の
接
点

を
多
く
つ
く
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

杜
の
都
仙
台
に
ふ
さ
わ
し
い
緑

化
推
進
の
た
め
、
美
し
い
緑
を
常
に
最

良
の
状
態
に
保
つ
維
持
管
理
の
充
実
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

　
　
　

緑
の
維
持
管
理
に
は
、
市
民
や

事
業
者
の
協
力
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
今
回
の
条
例
改
正
で
緑
の

活
動
団
体
の
認
定
制
度
を
設
け
、
活
動

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と

と
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
の
更
な
る
努
力
が
必
要

で
、
効
率
的
な
管
理
手
法
の
検
討
や
効

果
的
な
予
算
執
行
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
行
財
政
改
革
で
外
郭
団
体
等
の
事
業

　

の
自
己
再
評
価
を

○
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
量
の
低
下
防
止

○
産注

２

科
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
化
の
円
滑
な
運

　

用
と
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
機
能
の
充
実

○
東
二
番
丁
幼
稚
園
は
廃
止
あ
り
き
で

　

は
な
く
、
未
就
学
児
童
の
受
け
皿
と

　

し
て
形
態
の
見
直
し
の
検
討
を

　
　
　

　
　
　

 

「
仙
台
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」

の
議
事
に
つ
い
て
は
、
公
開
を
原
則
と

し
て
必
要
な
時
に
は
非
公
開
と
す
る
方

法
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

改
め
て
会
議
を
全
面
非
公
開
と
し
た
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

 

「
仙
台
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」

は
、
都
市
再
生
や
産
業
活
性
化
等
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
、
市
長
を
含
む
市
三

役
、
関
係
局
長
が
有
識
者
と
自
由
闊か

っ
た
つ達

に
忌き
た
ん憚

の
な
い
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

政
策
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

い
わ
ば
、
内
部
の
政
策
会
議
的
な
性
格

を
有
す
る
た
め
、
非
公
開
と
し
た
。

　

し
か
し
、
市
民
に
そ
の
内
容
を
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
会
議

終
了
後
に
議
事
要
旨
等
の
公
開
を
行
い
、

開
か
れ
た
市
政
運
営
に
努
め
た
い
。

  　
　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
後

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
影
響
に
関
す

る
実
態
調
査
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
と

進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　

現
在
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
者
の
負
担
変
化
や
利
用
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
施
行
一
月
分
の
実
績

と
施
行
前
の
状
況
を
比
較
す
る
な
ど
、

法
施
行
後
の
影
響
を
分
析
し
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
に
対
し
て
、
法
施
行
後
の

利
用
動
向
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
制
限

さ
れ
る
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
る
場
合
に
は
、
利
用
者
負
担
軽
減
策

を
含
め
、
適
切
な
対
応
を
図
り
た
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
仙
台
市
の
緑
行
政

○
鶴
ヶ
谷
第
一
市
営
住
宅
の
建た

て
か
え替

に
よ

　

る
鶴
ヶ
谷
団
地
の
活
性
化
の
全
体
像

○
地
下
鉄
東
西
線
建
設
工
事
に
よ
る
地

　

元
経
済
の
活
性
化

問答

問答

問答

問答

問答

問答

問答

問答

問答

問答

問

答

問答 仙注
１

台
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
の

　
　
　
　
　

   

中
身
に
つ
い
て　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
つ
い
て 　最も大事な仙台市の街づくり

｢

仙注
１

台
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
を

非
公
開
と
し
た
理
由
に
つ
い
て

東二番丁幼稚園 ( 青葉区）

２３

○
下
水
道
事
業
会
計
（
第
一
号
）

　

公
営
企
業
借
換
債
の
要
件
が
緩
和
さ 

　

れ
、
借
換
対
象
と
な
る
企
業
債
が
増

　

加
す
る
こ
と
か
ら
補
正
の
措
置
を
講

　

じ
る
も
の

　
　
　
　
　
（
主
な
項
目
）

○
杜
の
都
の
環
境
を
つ
く
る
条
例

　

緑
の
保
全
、
創
出
及
び
普
及
に
関
す

　

る
制
度
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、

　
「
杜
の
都
の
環
境
を
つ
く
る
条
例
」

　

の
全
部
を
改
正
し
、
保
存
緑
地
に
お

　

け
る
一
定
の
行
為
の
届
出
等
に
関
す

　

る
手
続
、
緑
の
保
全
の
中
止
命
令
等

　

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、
罰

　

則
の
改
正
を
行
う
も
の

○
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例

　

派
遣
後
職
務
に
復
帰
し
た
職
員
で
休

　

職
に
さ
れ
た
も
の
等
の
給
与
及
び
退

　

職
手
当
の
支
給
に
係
る
通
勤
の
範
囲

　

を
改
め
る
等
の
も
の

○
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例

　

一
定
の
期
間
内
に
終
了
す
る
こ
と
が

　

見
込
ま
れ
る
業
務
等
に
従
事
さ
せ
る

　

任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特

　

例
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

○
知
的
障
害
者
援
護
施
設
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
の
制
定
に

　

あ
わ
せ
、
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の

　

使
用
料
を
改
定
す
る
等
の
も
の

○
児
童
福
祉
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　
「
児
童
福
祉
法
」
の
改
正
を
考
慮
し
、

　

知
的
障
害
児
通
園
施
設
の
使
用
料
並

　

び
に
そ
の
返
還
及
び
減
免
に
つ
い
て

　

定
め
る
も
の

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
」
の
改

　

正
に
伴
い
、
被
保
険
者
均
等
割
額
及

条
例
な
ど 　今定例会に提出された議案２３

件のうち２２議案が可決され、成
立しました（８面の賛否一覧表を
ご参照ください）。 
  以下、成立した議案の一部を紹
介いたします（議員提出議案に
ついては、８面に掲載していま
す）。

議案の紹介議案の紹介平
成
十
八
年
度
補
正
予
算

　

び
世
帯
別
平
等
割
額
の
減
額
の
基
準

　

と
な
る
総
所
得
金
額
の
算
定
方
法
並

　

び
に
所
得
割
額
の
算
定
の
基
礎
と
な

　

る
額
に
つ
い
て
特
例
を
設
け
る
も
の

○
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例

　

所
有
者
が
判
明
し
な
い
た
め
引
取
り

　

を
し
た
犬
又
は
猫
の
返
還
等
に
係
る

　

手
数
料
を
定
め
る
等
の
も
の

○
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　

袋
原
東
市
営
住
宅
、
同
児
童
遊
園
及

　

び
同
集
会
所
並
び
に
一
本
橋
市
営
住

　

宅
を
廃
止
す
る
も
の

○
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償

　

金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　
「
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責

　

任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」

　

の
改
正
を
考
慮
し
、
非
常
勤
消
防
団

　

員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
額
を

　

引
き
上
げ
る
も
の

　
　
　

条
例

　
　
　
「
地
方
税
法
施
行
令
」
の
改
正

　
　
　

を
考
慮
し
、
個
人
の
市
民
税
の

　
　
　

均
等
割
に
つ
い
て
非
課
税
と
さ

　
　
　

れ
る
者
の
所
得
の
限
度
額
を
改

　
　
　

定
す
る
等
の
も
の

　
〔
２
〕消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

　
　
　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
「
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

　
　
　

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

　
　
　

令
」
の
改
正
に
伴
い
、
補
償
基

　
　
　

礎
額
並
び
に
介
護
補
償
の
最
高

　
　
　

額
及
び
最
低
額
を
改
定
す
る
も

　
　
　

の

○
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
関
す
る
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

清

○
資
産
等
公
開
審
査
会
の
委
員
の
委
嘱

　

に
関
す
る
件

　
　

吉
原　

和
志　
　

西
谷　

祐
子

　
　

佐
久
間　

敬
子　

須
藤　

裕
州

　
　

勝
又　

至
子

○
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
関
す

　

る
件

　

荒
巻
本
沢
二
丁
目
２
号
線
ほ
か
50
路

　

線
を
市
道
と
し
て
認
定
し
、
湯ゆ

む
か
い
か
ざ

向
風

　

保ほ

線
を
廃
止
す
る
も
の

○
有
料
の
道
路
の
料
金
の
変
更
に
係
る

　

同
意
に
関
す
る
件

　

仙
台
南
部
道
路
の
料
金
の
変
更
（
Ｅ

　

Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
の
導
入
）
に

　

関
し
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
本
市
が

　

同
意
す
る
も
の

○
専
決
処
分
事
項
に
関
す
る
件

　
〔
１
〕市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

市
民
が
抱
く
市
長
と
の
距
離
感
に

も
っ
と
敏
感
に

 嶋中　貴志 議員

　石川　建治 議員

仙注
１

台
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
は
公
開
し
、

            

市
民
代
表
を
委
員
に

仙
台
市
行
財
政
集
中
改
革
計
画

に
つ
い
て

杜
の
都
の
環
境
を
つ
く
る
条
例

に
つ
い
て

非公開で行われた第１回仙台
都市ビジョン会議

（平成 18 年 6 月 1 日開催）

障害のある人･ない人が一緒に演奏
に参加する　「とっておきの音楽祭
2006」(6 月 4 日開催）の様子

障
害
者
等
の
負
担
軽
減
策
の
実
施
を

制度見直しと公的扶助が求められる
福祉作業所

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に
よ
る

影
響
に
関
す
る
実
態
調
査
に
つ
い
て

市の保存樹木に指定されている
宝林寺のキャラボク（太白区）

仙台南部道路
（仙台南インターチェンジ付近）

緑あふれる ｢ 杜の都･仙台 ｣ の風景

緑
化
推
進
と
と
も
に

維
持
管
理
の
充
実
を

フォーラムフォーラム
仙 　仙 　　　　台　台

社民党社民党

公明党公明党

みらいみらい
仙　台仙　台

渡辺　芳雄 議員

佐竹　久美子 議員

改革ネット改革ネット
仙　　　台仙　　　台

日　本日　本
共産党共産党

　

　ふるくぼ  和子 議員

障
害
者
や
高
齢
者
介
護
へ
の

緊
急
対
策
を

人　

事

市
長
の
海
外
出
張
は
自
粛
す
べ
き


